









































































































































































































































































































































中 馬 成 子 ・ 北 島 洋 子 ・ 丸 上 輝 剛 ・ 瀬 山 由美子96
基礎看護学における看護過程演習のグループワークによる主体的な学習態度の変化と看護過程の習得状況
きる」、続いて看護計画の理解の項目である「達成可能な目標が立てられる」、「分析の結果から看護問題を明確に
できる」、「看護問題を裏付ける症状・徴候を説明できる」、アセスメントの理解をしめす「気がかりな状態に対す
る看護の方向性が説明できる」の順であった。平均値が低かったのは、事例についての発達段階、疾患の病態、検
査、治療、看護に関する理解度であった。
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